
治
安
が
悪
化
す
る
社
会
情
勢
の
中
、
ひ
っ
た
く
り
や
空
き
巣
狙
い

の
犯
罪
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
岡
県
西
方
沖
地
震
な
ど
の

よ
う
な
自
然
災
害
も
い
つ
起
こ
る
か
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
私

た
ち
の
不
安
を
駆
り
立
て
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
昨
年
度
は
市
役
所
に
生

活
安
全
課
を
新
設
―
。
本
年
度
は
、
き
ょ
う
一
日
か
ら
総
務
課
内

に
防
災
対
策
室
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
今
月
か
ら
は
、
流
山
警
察

か
ら
の
情
報
や
災
害
情
報
を
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
す
る

「
安
心
メ
ー
ル
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
ほ
か
、
市
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う
「
流
山
市
民
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
が

活
動
を
開
始
し
ま
す
。
今
号
で
は
、
安
心
メ
ー
ル
の
登
録
方
法
や
市

民
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
活
動
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
。

市
で
は
、
き
ょ
う
一
日
か

ら
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
機
能

を
活
用
し
た
安
心
メ
ー
ル

（
緊
急
情
報
携
帯
サ
ー
ビ
ス
）

を
開
始
し
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
よ
り

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
災

害
や
火
災
、
防
犯
に
関
す
る

情
報
を
迅
速
に
分
か
り
や
す

く
お
知
ら
せ
し
、
情
報
の
共

有
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
機

能
を
使
い
、
市
内
の
重
要
な

情
報
を
皆
さ
ん
の
携
帯
電
話

市
民
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
、
自

治
会
単
位
で
活
動
し
て
い
る
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
と
は
別
に
、
市
が
主
体
と
な

り
警
察
と
連
携
し
、
安
全
で
安
心
に

暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
設

立
し
た
も
の
。

隊
員
は
、
昨
年
十
二
月
に
市
内
の

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
募
集

し
た
二
十
四
人
の
市
民
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
主
な
業
務
内
容
は
、
パ

ト
ロ
ー
ル
車
や
徒
歩
に
よ
る
巡
回
で
、

市
民
か
ら
の
パ
ト
ロ
ー
ル
要
請
地
域

や
犯
罪
の
二
次
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、

犯
罪
発
生
場
所
周
辺
な
ど
を
重
点
地

区
と
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

市
で
は
、
四
月
六
日
に
「
流
山
市

民
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
を
発
足
し
、

市
内
の
巡
回
な
ど
を
開
始
し
ま
す
。

に
自
動
的
に
お
届
け
す
る
も

の
で
す
。
メ
ー
ル
で
お
知
ら

せ
す
る
市
か
ら
の
情
報
は
、

事
件
・
事
故
情
報
や
避
難
勧

告
や
避
難
場
所
な
ど
の
災
害

情
報
、
火
災
情
報
、
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
情
報
な
ど
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
ご
利
用
の

携
帯
電
話
な
ど
か
ら
の
登
録

な
が
れ
や
ま
の
掲
載
内
容

の
一
部
を
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ

ン
ト
、
カ
ル
チ
ャ
ー
、
募
集
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
、
ト
ピ
ッ
ク

ス
の
部
門
ご
と
に
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。
こ
の
情
報
は
、
広

報
な
が
れ
や
ま
の
発
行
（
毎

月
一
日
・
十
五
日
）
に
合
わ

せ
て
更
新
し
ま
す
。

八
月
二
十
四
日
に
開
業
す

る
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の

快
速
電
車
が
、
南
流
山
駅
と

流
山
お
お
た
か
の
森
駅
に
停

車
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
三
月
二
十
八

日
に
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
�

か
ら
発
表
さ
れ
た
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
の
運
行
計
画
で

明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
で
す
。

運
行
形
態
は
、
最
速
の
快

二
月
二
十
四
日
か
ら
三
月

二
十
二
日
ま
で
二
十
七
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
て
い
た
平

成
十
七
年
市
議
会
第
一
回
定

例
会
は
、
提
案
さ
れ
た
平
成

十
七
年
度
一
般
会
計
予
算
な

ど
二
十
九
議
案
が
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
、
下
水
道
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

一
議
案
に
つ
い
て
は
、
一
部

修
正
の
上
、
可
決
さ
れ
閉
会

し
ま
し
た
。

速
、
区
間
快
速
、
普
通
の
三

形
態
で
す
。
快
速
が
停
車
す

る
駅
は
、
秋
葉
原
、
新
御
徒

町
、浅
草
、南
千
住
、北
千
住
、

南
流
山
、
流
山
お
お
た
か
の

森
、
守
谷
、
つ
く
ば
の
九
駅
。

区
間
快
速
は
、
そ
れ
よ
り
七

駅
多
い
十
六
駅
に
停
車
し
ま

す
（
停
車
駅
案
内
参
照
）。

快
速
を
利
用
す
る
と
南
流

山
駅
か
ら
秋
葉
原
駅
ま
で
二

十
分
、
北
千
住
駅
ま
で
を
九

分
で
、
流
山
お
お
た
か
の
森

駅
か
ら
秋
葉
原
駅
ま
で
二
十

四
分
、
北
千
住
駅
ま
で
を
十

三
分
で
結
び
ま
す
。

電
車
の
本
数
は
、
朝
の
ピ

ー
ク
時
に
、
秋
葉
原
方
面
へ
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開業まで 日 145つくば 
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今
月
か
ら

市
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル

□問
生
活
安
全
課

�
７
１
５
０
―
６
３
１
２

流山警察の協力で２月から３月にか
けて隊員のパトロール訓練も

重要なお知らせを迅速に

掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

市
議
会
第
１
回
定
例
会

３
月
22
日
に
閉
会

つくば駅 

快　　速 
区間快速 
普　　通 

つくばエクスプレス停車駅案内 

研究学園駅 

万博記念公園駅 

みどりの駅 

みらい平駅 

関東鉄道常総線 

（乗り換え路線） 

東武野田線 

守谷駅 

南流山駅 

八潮駅 

六町駅 

青井駅 

浅草駅 

秋葉原駅 

新御徒町駅 

北千住駅 

南千住駅 

三郷中央駅 

柏たなか駅 

柏の葉キャンパス駅 

流山おおたかの森駅 

流山セントラルパーク駅 

JR常磐線 
東京メトロ日比谷線 

JR常磐線 
東京メトロ日比谷線 

東京メトロ千代田線 
東武伊勢崎線 

JR山手線 
JR京浜東北線 
JR総武線 

東京メトロ日比谷線 

都営大江戸線 

JR武蔵野線 

隊員は24人のボランティア 隊員は24人のボランティア 

安
心
メ
ー
ル
き
ょ
う
か
ら
ス
タ
ー
ト 
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つくば 
エクスプレス 

NTTドコモ 

i  Menu

i モード 

メニューリスト 

タウン情報／行政 

テレモ自治体情報 

マイメニュー登録 

Myページ 

メールサービス 

メール送信 

空メール送信 

自分の携帯の電話の 
登録パスワード入力 

トップメニュー 

EZweb ボーダフォンライブ! Lモード 

カテゴリーで探す 

ライフ 

ライフ 

行政サービス 

全国 

テレモ自治体情報 

メールサービス 

空メール送信 

ウェブ 

Vodafonelive!

メニューリスト 

無料コンテンツ 

くらし・健康 

行政 

テレモ自治体情報 

メールサービス 

メール送信 

スカイメール送信 

Lボタン 
NTT固 電　話 

メインメニュー 

Lメニューリスト 

行政サービス 

行政公共機関 

全国 

テレモ自治体情報 

メールサービス 

メール送信 

空メール送信 

空メール送信 

テレモからメールが届きます 

送られてきたURLを選択 

関　東 

千　葉 

流山市 

完　了 

対象地域 未設定 

重要なお知らせ設定（配信する） 

QRコード 

受信メール開封 

au ツーカー ボーダフォン NTT東日本 

安心メール登録方法 

※QRコード読み取り機能付き
携帯電話をお使いの方は、こ
のコードからアクセスできます 

 
※機種により異なる
場合があります 

約
四
分
間
隔
で
、
一
時
間
に

最
大
十
六
本
が
運
行
さ
れ
ま

す
。□問

都
市
計
画
課
�
７
１
５

０
―

６
０
８
７

が
必
要
で
す
。
利
用
で
き
る

携
帯
電
話
と
登
録
方
法
は
別

図
の
と
お
り
で
す
。
本
日
か

ら
登
録
で
き
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
登
録
料
は
無
料
で

す
が
、
利
用
登
録
の
際
の
通

話
料
と
メ
ー
ル
送
受
信
の
費

用
は
、
登
録
す
る
方
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

携
帯
で
広
報
な
が
れ
や
ま

の
情
報
も
キ
ャ
ッ
チ

登
録
し
な
い
場
合
で
も
、

携
帯
電
話
で
「
広
報
な
が
れ

や
ま
」
の
情
報
を
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

携
帯
電
話
会
社
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
メ
ニ
ュ

ー
か
ら
「
テ
レ
モ
自
治
体

情
報
」（
別
図
参
照
）
を
選

択
し
、
そ
こ
か
ら
流
山
市

を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
気

象
情
報
の
ほ
か
に
、
広
報
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下
期
五
か
年
計
画
の
策
定

に
当
た
っ
て
は
、
平
成
十
六

年
二
月
に
実
施
し
た
「
市
民

意
識
調
査
」
の
結
果
、
上
期

五
か
年
計
画
に
お
け
る
施
策

別
の
総
括
等
を
十
分
踏
ま

え
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
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下
期
　
か
年
計
画
を
策
定

市
で
は
、
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
総
合
計
画
の
下
期

五
か
年
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
回
策
定
し
た
下
期
五
か

年
計
画
は
、
前
期
基
本
計
画
で
定
め
た
施
策
の
展
開
を
具
体

総合計画

市
民
満
足
度
の
高
い
ま
ち
へ

1 生態系に配慮した公園・緑地・水辺等空間の整備・管理 
2 地域特性に合った良好な市街地整備 
3 個性ある公共空間・歴史環境の形成と保全 
4 快適な生活環境を目指した下水道整備の推進 
5 土地利用・生活環境に配慮した道路整備 
6 安全性と快適性を兼ね備えた河川・排水路整備 
7 水需要に応じた水道事業の展開 
8 利便性と快適性を重視した公共交通機関の整備充実 

1 豊かで美しい生活環境の創造 
2 環境共生社会を目指す廃棄物循環型都市づくり 
3 自然災害・都市災害への備えと予防 
4 日常生活での安全性と快適性の確保 
5 賢い消費者の育成 
6 市民の主体的連帯活動に支えられたコミュニティの推進 

1 いつでも、どこでも、誰もができる生涯学習の推進 
2 個性を生かす教育環境の基盤充実 
3 次代を担う青少年を育てる地域環境づくり 
4 ながれやま市民文化の継承と醸成 
5 スポーツ活動の基盤づくり 
6 国際社会への対応 

1 安心して子どもが健やかに生まれ育つ環境づくり 
2 高齢者や障害者がいきいき暮らせる社会づくり 
3 誰もが安心して暮らすことのできる生活支援づくり 
4 健康で明るい暮らしづくり 
5 地域で支える福祉のまちづくり 
6 バリアフリーのまちづくり 
7 誰もが安心して利用できる社会サービス体制づくり 

1 商業の拠点づくりと地域密着型サービスの強化 
2 工業の強化と新たな産業の創造 
3 誰もが安心して働ける環境・基盤づくり 
4 多様な方面からの農業の振興 
5 特色ある観光の育成と創設 

1 市民参加の地域社会づくり 
2 健全で効率的な行財政運営 
3 地方分権・広域行政への取組 
4 男女共同参画社会づくり 

将
　
来
　
都
　
市
　
像 

１節 

生活の豊かさを実感できる流山 
（生活環境の整備） 

誰もが充実した生涯をおくること 
のできる流山（市民福祉の充実） 

公・民パートナーシップによる構想実現と 
効率的、効果的行財政運営（行政の充実） 

賑わいと活気に満ちた流山 
（産業の振興） 

整備・開発と自然環境のバランス 
がとれた流山（都市基盤の整備） 

２節 

学び、受け継がれ、進展する流山 
（教育・文化の充実向上） 

４節 

５節 

３節 

★ 
★ 

★ 

★ 
★ 

★ 

★ 

★ 

★ 
★ 

　施策の体系図で表した３６本の施策のうち、★印を付した１０本の施策を重点施策と位置付け、優先的に取り組み 
ます。これは、上期５か年計画の行政評価の結果や市民意識調査の結果などを踏まえ決定しました。 

【重点施策】 

36本の施策 

活
用
し
、
政
策
的
経
費
の
枠

配
当
方
式
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

お
よ
び
重
点
施
策
を
設
定

し
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
施
策

を
実
践
す
る
こ
と
を
施
策
展

開
の
方
針
と
し
ま
し
た
。

基本構想 
平成12年4月～平成32年3月 

20年間 

基本計画 

実施計画 

平成12年4月～ 
平成22年3月 

平成22年4月～ 
平成32年3月 

前期10年間 後期10年間 

下期 
5年間 上期5年間 上期5年間 下期5年間 

3か年ローリングシステム 

※この構想・計画は社会経済情勢等の変化に合わせ、必要に応じて 
見直します 

　基本構想は、本市の市政運営の総合的な指
針となるものです。 
　市政の運営方針を明らかにし、まちづくりへの
積極的な参加と行動を促進するものです。 
　国・県に対し、まちづくりの方向を示すことによ
り、より一層の支援、協力を期待するものです。 

　基本計画は、基本構想に定める施策
の大綱に基づき、その実現を図るため施
策の展開を体系別に整理し、その方向
を示したものです。 

　実施計画は、基本計画に定めら
れた基本的な施策を行財政運営
の中で具体的に実施する事務事
業を体系別に整理したものです。 
　また、計画期間は財政的裏付け
を必要とするため、毎年、向こう3か
年の計画をたてる3か年ローリング
方式（事業の見直し・事業の入れ
替え）を採用しています。 

的
に
体
系
化
し
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
二
十
一
年
度
ま
で
の

総
合
的
、
効
果
的
な
行
財
政
運
営
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

今
号
で
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

5

つの重点重点プロジェクト 6つの重点プロジェクト 6

本市は、つくばエクスプレスの開業により都心
までの移動時間が、20～24分と飛躍的に短縮され、
交通の利便性が高まります。また、豊かな緑や江
戸川、利根運河の水辺など自然環境にも恵まれ、
この特長を生かしながら沿線開発が進められてい
ます。
一方、市民ニーズの多様化や少子高齢化、さら
には安心安全・健康など山積する課題に積極的に
取り組む必要があります。
このような背景を踏まえ、6つの重点プロジェク
トを設定し、各施策と有機的に連携しながら、効
率的な事業の推進を図ります。

緑をまもり・つくり・育てていくまちづく
りを目指し、緑化全般の総合計画である「緑
の基本計画」を策定します。
また、景観等に優れた保存樹林・樹木の指
定を進め、将来にわたって保存できるよう景
観条例を制定します。
さらに、江戸川、利根運河等の水辺および
周辺環境を整備し、憩いの空間の創造に努め
ます。

多様な子育てサービスのニーズが高まる中
で、利用しやすい保育施設や選択肢のある教
育環境が求められています。
今後も民設民営を基本に、市内の主要駅に、
送迎保育ステーション等の駅前保育サービス施
設の整備ならびに学童保育の充実を図ります。
また、教育環境や学術文化水準の質的向上
を目指すため、公立教育機関の内容の充実と
特色ある教育の推進および民間の教育機関の
誘致に努めます。

関東大震災から80年が経過し、大地震の再
発が心配される中、市民の生命と財産を守る
施策を推進します。
また、引き続き小・中学校の耐震改修整備
を進め、子どもたちの生命と安全を守ること
に努めます。
防犯パトロール活動の支援対策や防犯対策
についても、警察や自治会とも連携を強化し
ながら、その充実に努めます。

市民が自主的・積極的に健康増進や体力づ
くりを図り、さらには高齢者や障害を持つ方
が生きがいを持って生活ができるよう、その
態勢づくりを推進します。
また、喫煙、紫外線、食等の健康問題に対
する啓発活動を推進し、健康で明るい暮らし
づくりを進めます。

流山おおたかの森駅周辺は、本市の新しい中
心核として、商業･業務･サービス機能の誘致に努
め、人 の々交流や新しいビジネスが生まれ育つよ
うな活力のある街づくりを推進します。
また、流山セントラルパーク駅周辺は、新しい地
域生活拠点として、周辺の良好な自然環境と調和
した商業機能等の誘致に努めます。
さらに、新川耕地については、地権者および関
係機関と協議しながらインターチェンジのポテンシ
ャル（潜在的な力・可能性としての力）を生か
した土地の有効活用を推進します。

市民の英知や行動力を市政に反映するため、
市民と協働のまちづくりを推進します。
また、市民各層および団体等への情報公開
を積極的に進め、市民参加への機会の充実に
努めます。
さらに、各種の市民参加を実践するととも
に、自治基本条例を定め、市民が主役のまち
づくりを推進します。

下期5か年計画は、市ホームページで
概要をお知らせしているほか、市役所
情報公開コーナー、市内各図書館で閲
覧できます。
問い合わせ
企画政策課　� 7 1 5 0 - 6 0 6 4

総
合
計
画
の
構
成

施策の体系図

健康・いきいきまちづくり

活力のあるまちづくり

市民が主役のまちづくり

子どもの未来を育むまちづくり

緑と水辺が親しめるまちづくり

安心安全のまちづくり



（３） 平成17年４月１日（金曜日） 第１０８７号
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つ
の
改
革
方
針
と

の
改
革
実
施
項
目
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か
年
計
画
実
現
の
た
め
に

新行財政改革
実行プラン

行
財
政
の
確
か
な
基
盤
づ
く
り

5市
で
は
、
本
年
度
か
ら
五
年
間
の
都
市
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
総
合
計
画
下
期
五
か
年
計
画
（
二

面
参
照
）
を
実
現
す
る
た
め
、
そ
の
下
支
え
と
な

る
「
新
行
財
政
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
こ
の
実
行
プ
ラ
ン
は
、
行
財
政
改
革
審
議

会
か
ら
提
出
さ
れ
た
二
回
の
答
申
を
受
け
、
公
募

に
よ
る
庁
内
中
堅
・
若
手
職
員
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
意
見
や
、
素
案
と
最
終
案
の
二
段
階
で

募
集
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
提

言
を
反
映
さ
せ
て
作
成
し
ま
し
た
。
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�
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�
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市
民
か
ら
の

ご
意
見
を
反
映

実
行
プ
ラ
ン
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
ま
ず
素
案
の
段

階
で
、
さ
ら
に
本
紙
一
月
十

五
日
号
（
三
〜
五
面
）
で
全

体
案
を
公
表
と
い
う
二
段
階

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多

数
の
ご
意
見
・
ご
提
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
主
な
内
容

は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご

提
言
は
、
実
行
プ
ラ
ン
の
随

所
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
が
、

推
進
に
当
た
っ
て
も
趣
旨
に

沿
う
よ
う
努
め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

重
点
実
施
目
標
を
設
定

こ
の
実
行
プ
ラ
ン
は
、

「
効
率
的
で
市
民
満
足
度
の

高
い
行
財
政
運
営
」
の
確
立

を
目
標
に
掲
げ
、
サ
ー
ビ
ス

の
量
的
・
質
的
な
向
上
に
向

け
行
政
の
守
備
範
囲
を
見
直

し
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
英
知
と
力
を
結
集
さ

せ
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

実
行
プ
ラ
ン
の
推
進
に
当

た
っ
て
は
、
行
政
改
革
、
財

政
改
革
そ
れ
ぞ
れ
に
四
つ
の

重
点
実
施
目
標
を
設
定
し
ま

し
た
。

行
政
改
革
の
推
進

①
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を

中
心
と
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
経
営
）
の
充
実

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
機

能
を
最
大
限
に
活
用
し
、
総

合
計
画
と
予
算
が
整
合
し
た

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
充
実
さ
せ

る
。②

市
民
参
画
の
実
践

市
民
参
画
を
柱
と
位
置
付

け
、（
仮
称
）
自
治
基
本
条

例
の
策
定
や
、
市
民
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
の
協
働
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
市
民
の
英
知
を

最
大
限
に
活
か
せ
る
仕
組
み

を
充
実
さ
せ
る
。

③
ス
リ
ム
で
フ
ラ
ッ
ト
な

組
織
の
構
築

組
織
の
ス
リ
ム
化
・
フ
ラ

ッ
ト
化
を
目
指
し
、
段
階
的

に
総
合
計
画
の
体
系
に
沿
っ

た
ス
リ
ム
な
組
織
機
構
を
構

築
す
る
。

④
庁
内
分
権
の
推
進

人
事
・
予
算
・
組
織
に
関

す
る
権
限
を
委
譲
し
、
部
局

長
や
管
理
職
の
自
治
体
経
営

に
参
画
す
る
自
覚
と
責
任
を

醸
成
す
る
た
め
、
庁
内
分
権

を
推
進
す
る
。

財
政
改
革
の
推
進

⑤
歳
入
の
増
加

人
口
等
の
増
加
・
企
業
の

誘
致
を
図
り
、
税
収
入
の
増

加
に
結
び
付
け
歳
入
を
増
加

さ
せ
る
。

⑥
歳
出
の
削
減

平
成
十
六
年
度
の
職
員
総

数
一
千
百
三
十
四
人
を
、
平

成
二
十
一
年
度
に
は
九
百
六

十
二
人
ま
で
削
減
（
百
七
十

二
人
を
削
減
）
す
る
と
と
も

に
諸
手
当
の
見
直
し
で
、
平

成
二
十
一
年
度
の
人
件
費
総

額
を
平
成
十
六
年
度
の
人
件

費
総
額
に
対
し
十
七
パ
ー
セ

ン
ト
削
減
さ
せ
る
。

⑦
地
方
債
の
厳
選

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿

線
整
備
事
業
以
外
の
地
方
債

の
発
行
は
、
市
民
満
足
度
を

高
め
る
た
め
の
事
業
に
厳
選

し
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
の

五
年
間
の
地
方
債
発
行
総
額

（
一
般
会
計
）を
、
総
合
計
画
上

期
五
か
年
計
画（
平
成
十
二
年

度
か
ら
十
六
年
度
）に
お
け
る

地
方
債
発
行
総
額
に
対
し
十

パ
ー
セ
ン
ト
削
減
さ
せ
る
。

⑧
経
常
収
支
比
率
・
公
債

費
負
担
比
率
の
抑
制

九
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
近
い

水
準
で
推
移
し
て
い
る
経
常

収
支
比
率
を
「
歳
入
の
増

加
」、「
歳
出
の
削
減
」
な
ど

に
よ
り
抑
制
に
努
め
る
。

「
地
方
債
の
厳
選
」
を
推

進
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

公
債
費
負
担
比
率
を
十
五
パ

ー
セ
ン
ト
未
満
に
抑
制
す

る
。注

１
…
新
た
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
る
た
め
の
財
源

が
減
少
し
て
い
る
状
態
（
財

政
の
硬
直
化
）
を
示
す
指
標

注
２
…
地
方
債
の
償
還
金

が
、
ど
の
程
度
一
般
財
源
の

使
途
を
制
約
し
て
い
る
か
を

示
す
指
標

6実
行
プ
ラ
ン
は
、「
市
民

の
力
を
活
か
し
ま
す
」、「
財

政
の
健
全
化
を
目
指
し
ま

す
」、「
行
政
運
営
の
効
率
性

を
高
め
ま
す
」、「
市
民
に
役

立
つ
職
員
を
育
て
ま
す
」、

「
ス
リ
ム
な
組
織
を
目
指
し

ま
す
」、「
サ
ー
ビ
ス
を
向
上

さ
せ
ま
す
」
の
六
つ
の
改
革

方
針
を
軸
に
、
七
十
二
の
改

革
実
施
項
目
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
全
て
の
改
革
実
施

項
目
に
は
、
実
施
内
容
、
実

施
年
次
を
具
体
的
に
示
し
て

い
ま
す
。

�
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�

�
�
�
�
�
�
�
�

実
行
プ
ラ
ン
の
推
進
体
制

実
行
プ
ラ
ン
を
迅
速
か
つ

確
実
に
実
現
し
て
い
く
た

め
、
市
長
を
本
部
長
と
す
る

「
流
山
市
行
財
政
改
革
実
施

本
部
」
を
中
心
に
、
定
期
的

な
進
行
管
理
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
改
革
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
は
、
市
役
所
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
市
民
の
皆
さ
ん
に

分
か
り
や
す
く
公
表
し
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
行
財
政
改
革
審

議
会
と
の
意
見
交
換
や
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
も
ご
意
見
・

ご
提
言
を
い
た
だ
き
、
改
革

項
目
を
追
加
す
る
な
ど
適
宜

見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、
社

会
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た

実
効
性
の
あ
る
行
財
政
改
革

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

実
行
プ
ラ
ン
の
公
開

実
行
プ
ラ
ン
や
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意

見
・
ご
提
言
の
概
要
に
つ
い

て
は
、
市
役
所
情
報
公
開
コ

ー
ナ
ー
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

市では、限られた財源や職員数のなかで、最大の効果を
あげられるような組織を整備していく必要から、大くくり
によるスリムでフラットな組織の構築を進めています。
そこで４月から、新たにまちづくりの推進体制を強化
する部署等を設置するとともに、組織のスリム・フラッ
ト化を図るため、課、係の統廃合による組織の見直しを
行いました。
主な変更点は次のとおりです。

【企画部】
スリム化を図るため、秘書広報課の広報係と広聴係を

「広報広聴係」に統合。
【総務部】
災害における危機管理体制の強化を図るため、総務課
防災係を廃止し「防災対策室」を新設。
【環境部】
環境政策の総合的企画等を図るため、環境保全課に

「環境政策係」を新設。スリム化を図るため、環境保全課
公害対策係を環境保全係に統合。
【経済部】
スリム化を図るため、農政課農業振興係を「農政係」に統合。

【都市整備部】
まちづくりの推進の強化を図るため、都市整備課を

「まちづくり推進課」に名称変更し「つくばエクスプレス
沿線まちづくり推進室」を新設。
【土木部】
業務縮小のため、道路管理課国有財産譲与対策係を廃
止。スリム化を図るため、下水道計画課を廃止し、下水
道建設課に計画係を新設。雨水・排水を一体的に業務処
理するため、河川課に下水道建設課雨水係を移設し「雨
水排水係」を新設。
教育委員会【生涯学習部】
スリム化を図るため、青少年課を廃止し、生涯学習課
に青少年係・青少年指導センターを移設。
□問行政改革推進課�７１５０－６０７８

市役所の組織一部変更
～スリム・フラット化に向けて～

・具体的な目標値の設定や改革期間について
・市民意見、市民パワーの活用について
・受益者負担、税収入の向上方策について
・施設の統廃合、民間委託について
・職員の接遇の向上、意識改革、人事制度改革について
・職員給与、手当など人件費の抑制について
・組織の簡素化、効率的な組織運営について
・実行プランの推進体制の強化について

市民の皆さんから寄せられた主なご意見の内容

市民満足度の高い流山市への転換 

総合計画下期　か年計画 5
（平成17年度から21年度までの都市づくりの指針） 

新行財政改革実行プラン 
（平成17年度から21年度までの行財政改革の指針） 

効率的で市民満足度の高い行財政運営 
～8つの重点実施目標の達成により実現化～ 

行政改革の推進 財政改革の推進 

目標 

6つの改革方針（72の改革項目） 

方針1
市民の力を活 
かします 

方針2
財政の健全化 
を目指します 

方針3
行政運営の 
効率性を 
高めます 

方針4
市民に役立つ 
職員を育てます 

方針5
スリムな組織を 
目指します 

方針6
サービスを 
向上させます 

問
い
合
わ
せ

行
政
改
革
推
進
課

�
７
１
５
０
―

６
０
７
８

72

注
１

注
２

市職員の人事異動
きょう1日付で、市職員の人事異動を行い

ました。部長職以上の異動は、次のとおりで
す。（ ）は前職。
【部長等】▽企画部長（企画部長兼企画部

マーケティング課長）岩井宗志▽保健福祉部
長（経済部長）飯田信義▽経済部長兼農業委
員会事務局長（農業委員会事務局長）竹内準
一▽水道局長（都市整備部長）菊池允臣▽都
市整備部長（総務部次長兼総務部人事課長）
小野正晴▽生涯学習部長兼社会教育主事（総
務部次長兼総務部総務課長）鶴田栄▽環境部
長（環境省から派遣）松本公男
【退職】▽　野勝（水道事業管理者）▽海

老原信一（保健福祉部長）▽秋葉和宏（環境
部長）▽宍倉健介（水道局長）▽鈴木孝夫
（生涯学習部長）
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行
政
連
絡
員
制
度
が
改
正

さ
れ
、
き
ょ
う
一
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

昭
和
四
十
二
年
に
設
け
ら

れ
た
行
政
連
絡
員
制
度
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
流
山
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
審
議
会
か
ら
一

昨
年
九
月
に
、「
行
政
連
絡

員
制
度
の
見
直
し
に
つ
い

て
」
の
建
議
が
提
出
さ
れ
た

こ
と
か
ら
審
議
を
重
ね
、
改

正
さ
れ
た
も
の
で
す
。
今
回

は
、
こ
の
制
度
改

正
に
つ
い
て
、
お

寄
せ
い
た
だ
い
た

ご
質
問
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
　
行
政
連
絡
員

と
は
、
ど
う
い
う

も
の
で
す
か
。

Ａ

自
治
会
の
推

薦
に
基
づ
き
市
長

が
委
嘱
す
る
も
の

で
、
身
分
は
非
常

勤
特
別
職
の
公
務

員
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
改
正
前
行
政

連
絡
員
が
市
か
ら
委
嘱
さ
れ

る
事
務
は
、
ど
の
よ
う
な
も

の
で
す
か
。

Ａ

地
域
と
行
政
の
パ
イ
プ

役
を
お
願
い
し
て
お
り
、
具

体
的
に
は
①
回
覧
文
書
の
配

布
②
環
境
の
衛
生
お
よ
び
美

化
に
関
す
る
指
導
③
日
赤
募

金
お
よ
び
共
同
募
金
運
動
へ

の
協
力
④
防
災
に
関
す
る
調

査
・
連
絡
⑤
そ
の
他
市
長
が

特
に
必
要
と
認
め
る
事
項
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
行
政
連
絡
員
制
度
は
ど

の
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
の
で

す
か
。

Ａ

委
嘱
事
務
が
、
①
市
政

情
報
の
周
知
伝
達
に
関
す
る

こ
と
②
地
域
住
民
の
連
絡
調

整
に
関
す
る
こ
と
③
災
害
に

関
す
る
調
査
・
連
絡
④
そ
の

他
市
長
が
特
に
必
要
と
認
め

る
事
項
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
文
書
配
布
等
は

ど
う
な
る
の
で
す
か
。

Ａ

①
行
政
文
書
等

の
回
覧
ま
た
は
配
布

②
環
境
の
衛
生
お
よ

び
美
化
に
関
す
る
協

力
③
各
種
募
金
運
動

へ
の
協
力
は
、
自
治

会
へ
お
願
い
し
ま

す
。

Ｑ
　
な
ぜ
改
正
が
必

要
だ
っ
た
の
で
す
か
。

Ａ

文
書
配
布
や
募

金
運
動
は
、
自
治
会

組
織
で
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
い
た

め
、
行
政
連
絡
員
へ
の
個
人

報
酬
を
自
治
会
の
収
入
と
し

た
り
、
行
政
連
絡
員
が
自
治

会
長
を
兼
務
し
て
い
る
場
合

は
自
治
会
の
会
議
費
や
交
際

費
と
し
て
い
る
自
治
会
が
多

く
、
税
金
は
行
政
連
絡
員
個

人
に
課
税
さ
れ
、
制
度
上
矛

盾
が
生
じ
て
い
る
た
め
で
す
。

□問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�
７

１
５
０
―

６
０
７
６

新
連
載
に
ご
期
待
を

今
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
昭

和
の
流
山
産
業
史
」
は
、
流

山
で
生
ま
れ
育
っ
た
企
業
を

取
り
上
げ
、
N
H
K
の
人
気

番
組
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
X
」

の
流
山
版
の
よ
う
な
連
載
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

執
筆
は
、
元
・
流
山
新
聞
社

社
長
の
山
本
文
男
さ
ん
で

す
。
ひ
と
つ
の
企
業
、
お
ひ

と
り
の
起
業
家
を
そ
れ
ぞ
れ

二
回
ず
つ
の
連
載
で
ご
紹
介

し
ま
す
。

15

万

人

の

ひ

ろ

ば

★
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー

ツ
の
つ
ど
い
「
お
花
見
ジ
ョ

ギ
ン
グ
」（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
会
共

催
）市

内
各
地
の
お
花
見
コ
ー

ス
（
五
コ
ー
ス
）
を
、
自
分

の
ペ
ー
ス
で
楽
し
み
な
が
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン

グ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日
＝
4
月
3
日
�
▽

皆
さ
ん
は
、
大
地
震
な
ど

災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
ご

自
分
の
緊
急
避
難
場
所
を
ご

存
知
で
す
か
。

三
月
二
十
三
日
、
加
岸
自

治
会
内
の
電
柱
六
十
六
本
に

「
避
難
誘
導
標
示
板
」
が
取

三
月
十
三
日
、
江
戸
川
台

幼
稚
園
で
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の

撮
影
が
行
わ
れ
、
園
児
や
教

職
員
も
エ
キ
ス
ト
ラ
出
演
す

る
な
ど
、
ド
ラ
マ
制
作
に
積

極
的
に
協
力
し
ま
し
た
。

ま
た
、
三
月
五
日
・
六
日

に
も
、
南
流
山
中
学
校
で
、

�
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
協

会
主
催
・
経
済
産
業
省
後
援

の
「
シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
・

ス
タ
ジ
ア
ム
２
０
０
４
」
で

優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
脚
本

の
映
画
「
硝
子
と
鉛
の
火
粉

（
し
ょ
う
こ
と
な
ま
り
の

こ
）」
の
撮
影
が
行
わ
れ
、

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
市
長
と
直
接
話
し
合
い
を

し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
る
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
を
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
自
由
で
す
が
、

個
人
を
誹
謗
中
傷
す
る
よ
う

な
内
容
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
よ
り
多
く
の

方
々
の
お
話
を
お
聞
き
す
る

た
め
同
じ
方
や
同
じ
課
題
だ

け
の
お
話
は
ご
遠
慮
い
た
だ

く
場
合
も
あ
り
ま
す
。
申
し

込
み
は
不
要
。
お
気
軽
に
ご

参
加
を
。

①
４
月
９
日
�
13
時
30
分

〜
15
時
30
分
／
向
小
金
福
祉

会
館
②
４
月
９
日
�
18
時
〜

20
時
／
江
戸
川
台
福
祉
会
館

③
４
月
13
日
�
13
時
30
分
〜

15
時
30
分
／
南
流
山
福
祉
会

館
④
４
月
15
日
�
13
時
30
分

〜
15
時
30
分
／
十
太
夫
福
祉

会
館
⑤
5
月
10
日
�
10
時
〜

12
時
／
松
ケ
丘
自
治
会
館

平
成
十
六
年
度
市
長
表
彰

が
二
月
二
十
二
日
、
市
議
会

議
場
で
行
わ
れ
、
小
学
生
五

人
・
一
校
、
中
学
生
八
人
・

一
チ
ー
ム
が
受
賞
の
栄
に
輝

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
」
が
六
日
か
ら
展
開
さ
れ

ま
す
。

四
月
は
、
入
学
・
入
園
で

子
ど
も
の
生
活
行
動
が
変
わ

る
こ
と
や
行
楽
で
交
通
量
が

増
え
る
な
ど
交
通
事
故
の
多

発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

期
間
中
は
、「
子
ど
も
と

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」、

「
自
転
車
お
よ
び
二
輪
車
の

安
全
利
用
の
推
進
」、「
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹

底
」
を
重
点
目
標
に
警
察
署

や
各
種
団
体
と
協
力
し
、
街

頭
P
R
や
交
通
取
り
締
り
を

強
化
し
ま
す
。

【
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
】

▽
日
時
＝
4
月
9
日
�
15

時
〜
16
時
（
雨
天
中
止
）
▽

場
所
＝
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

流
山
店
▽
内
容
＝
自
転
車
の

無
料
点
検
、
啓
発
用
品
の
配

布
な
ど

□問
生
活
安
全
課
�
７
１
５

０
―

６
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２

四
月
か
ら
毎
月
、
行
政
書

士
相
談
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
弁
護
士
に
よ

る
法
律
相
談
や
司
法
書
士
に

よ
る
登
記
相
談
に
加
え
、
新

た
に
行
政
書
士
に
よ
る
官
公

署
へ
提
出
す
る
書
類
や
事
実

証
明
、
権
利
義
務
等
に
関
す

る
書
類
の
作
成
な
ど
に
つ
い

て
の
相
談
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
も
の
で
す
。

今
月
は
十
五
日
�
十
三
時

か
ら
市
役
所
で
行
わ
れ
ま

す
。

ポ
ー
ツ
な
ど
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
児
童
・
生
徒
に
、

毎
年
市
長
か
ら
贈
ら
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
受
賞
者
は
次

の
と
お
り
（
学
年
は
表
彰

時
）。〈
順
不
同
・
敬
称
略
〉

▽
高
倉
佑
一
朗
（
南
流
山

小
4
年
）
／
全
国
あ
ん
ざ
ん

コ
ン
ク
ー
ル
2
位
▽
堀
内
駿

吾
（
南
流
山
小
6
年
）
／
そ

ろ
ば
ん
コ
ン
ク
ー
ル
2
位
▽

林
勲
平
（
江
戸
川
台
小
6

年
）
／
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
全
日
本

小
学
生
相
撲
優
勝
大
会
優
勝

▽
安
達
恭
子
（
八
木
北
小
6

年
）
／
千
葉
県
健
歯
児
童
・

生
徒
中
央
審
査
会
千
葉
県
知

事
賞
▽
五
十
嵐
唯
大
（
八
木

南
小
6
年
）
／
千
葉
県
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
柔
道
交
流
会
優

勝
▽
東
小
学
校
／
千
葉
県
児

童
生
徒
・
教
職
員
科
学
作
品

展
科
学
論
文
の
部
学
校
賞
▽

山
室
梓
（
東
深
井
中
2

年
）
／
「
ぼ
く
た
ち
の
地
球

を
守
ろ
う
」
小
学
生
・
中
学

生
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ー
ル
環
境
大
臣
賞
▽
伊
予
恵

美
（
八
木
中
1
年
）
／
明
る

中
2
年
）
／
全
国
中
学
校
ア

ー
チ
ェ
リ
ー
大
会
3
位
▽
高

山
友
美
（
北
部
中
3
年
）
／

N
H
K
杯
全
国
中
学
校
放
送

コ
ン
テ
ス
ト
朗
読
部
門
優
良

賞
▽
矢
野
聖
実
（
北
部
中
3

年
）
／
私
の
思
い
〜
中
学
生

の
主
張
千
葉
県
大
会
最
優
秀

賞
▽
堀
内
祥
加
（
南
流
山
中

3
年
）
／
関
孝
和
顕
彰
全
日

本
珠
算
競
技
大
会
優
勝
▽
馬

目
貴
大
（
南
部
中
2
年
）
／

千
葉
県
中
学
校
英
語
発
表
会

優
勝
▽
柴
垣
香
奈
（
南
部
中

3
年
）
／
伝
統
的
工
芸
品
月

少
年
軟
式
野
球
千
葉
県
大
会

優
勝

こ
れ
は
、
映
画
や
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
、
C
M
の
撮
影
を
誘
致

し
、
市
の
知
名
度
や
集
客
力

を
高
め
、
地
域
経
済
や
文
化

活
動
を
活
性
化
し
て
い
こ
う

と
本
年
度
に
立
ち
上
げ
る
流

山
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

り
付
け
ら
れ
ま
し
た
＝
写

真
。
こ
れ
は
、
同
自
治
会
が
、

災
害
時
に
地
域
の
住
民
が
安

全
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
、

的
確
な
誘
導
と
避
難
場
所
の

周
知
を
図
る
た
め
行
っ
た
も

の
で
す
。

標
示
板
は
青
色
で
縦
四
十

セ
ン
チ
、
横
三
十
三
セ
ン
チ
。

て
い
ま
す
。
標
示
板
の
作
製

か
ら
掲
示
ま
で
に
か
か
る
費

用
の
負
担
と
維
持
管
理
は
同

自
治
会
で
行
う
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
市
で
は
、
同
自
治

会
を
地
域
防
災
モ
デ
ル
地
区

と
し
て
、
今
後
、
他
の
自
治

会
等
へ
の
推
進
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

□問
総
務
課
�
７
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５
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集
合
場
所
／
時
間
①
東
深
井

地
区
公
園
／
7
時
②
八
木
北

小
／
7
時
③
総
合
運
動
公

園
／
7
時
30
分
④
南
流
山

小
／
7
時
⑤
東
小
／
7
時
30

分
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
当
日
直
接
集
合
場
所

へ
★
高
齢
者
の
た
め
の
健

康
・
体
力
ア
ッ
プ
講
習
会

六
十
五
歳
く
ら
い
の
方

で
、
か
ら
だ
を
動
か
す
機
会

を
つ
く
り
た
い
方
、
ス
ロ
ー

ビ
ク
ス
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

で
健
康
・
体
力
づ
く
り
を
し

ま
し
ょ
う
。

▽
期
日
／
場
所
＝
①
4
月

14
日
〜
6
月
23
日
の
毎
週
木

曜
（
全
10
回
）
／
駒
木
台
福

祉
会
館
②
4
月
22
日
〜
7
月

1
日
の
毎
週
金
曜
（
全
10

回
）
／
向
小
金
福
祉
会
館
▽

時
間
＝
10
時
〜
11
時
30
分
▽

定
員
＝
各
30
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
持
ち

物
＝
タ
オ
ル
、
着
替
え
、
水

筒
な
ど
※
高
齢
者
体
育
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
も
同
時
参
加
形

式
で
行
い
ま
す
。
年
齢
は
不

問
で
、
募
集
人
員
は
若
干
名

で
す★

ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の

た
め
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
活
用
講

習
会▽

日
時
＝
4
月
16
日
�
13

時
30
分
〜
15
時
30
分
▽
場

所
＝
市
民
総
合
体
育
館
▽
対

象
／
定
員
＝
自
治
会
、
P
T

A
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
各
種
サ

ー
ク
ル
の
リ
ー
ダ
ー
、
ス
ポ

ー
ツ
指
導
者
／
30
人
（
先
着

順
）
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
持

ち
物
＝
体
育
館
用
シ
ュ
ー

ズ
、
タ
オ
ル
、
水
筒
な
ど
▽

申
し
込
み
＝
電
話
で
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
へ

★
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ

ー
会
共
催
）

▽
期
日
＝
4
月
29
日
	
10

時
〜
13
時
（
受
け
付
け
は
12

時
30
分
ま
で
）
▽
場
所
＝
総

合
運
動
公
園
、
市
民
総
合
体

育
館
▽
内
容
＝
①
軽
ス
ポ
ー

ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー
②
ス
ポ
ー

ツ
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー
▽
参

加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

当
日
直
接
会
場
へ

★
お
父
さ
ん
の
た
め
の
体

力
ア
ッ
プ
講
習
会
（
全
10
回
）

▽
日
時
＝
4
月
16
日
〜
6

月
18
日
の
毎
週
土
曜
日
9
時

30
分
〜
10
時
45
分
▽
場
所
＝

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
▽
定

員
＝
50
人
（
先
着
順
）
▽
内

容
＝
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
運
動
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
▽
持

ち
物
＝
体
育
館
用
シ
ュ
ー

ズ
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
、
水

筒
な
ど
▽
申
し
込
み
＝
電
話

で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

自
治
会
で

避
難
誘
導
標
示
板

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

幼
稚
園
や
中
学
校
で

映
画
や
ド
ラ
マ
撮
影

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
に
ご
参
加
を

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

児
童
・
生
徒
の

功
績
讃
え
る

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

春
の
全
国
交
通

安
全
運
動

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

行
政
書
士
相
談
が

始
ま
り
ま
す

流
山
で
生
ま
れ
た

産
業
を
紹
介

□問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�
７
１
５
９
―

１
２
１
２
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世
界
で
初
め
て
、
電
気
を

使
わ
な
い
真
空
掃
除
機
を
紹

介
し
た
新
聞
は
、
昭
和
三
十

一
年
二
月
八
日
付
け
日
本
経

済
新
聞
。「
最
近
の
実
用
発

明
品
二
百
三
十
五
点
を
一
堂

に
集
め
た
東
京
都
優
秀
発
明

展
が
八
日
か
ら
十
二
日
ま
で

上
野
松
坂
屋
で
開
か
れ
る
。

代
表
的
発
明
品
の
一
つ
『
モ

ー
タ
ー
の
な
い
真
空
掃
除

機
』（
フ
ク
バ
―
25
、
小
売

価
格
二
千
円
）
は
、
形
は
電

気
式
の
真
空
掃
除
機
に
似
て

い
る
が
、
モ
ー
タ
ー
が
な
い

の
が
特
徴
」
と
、
写
真
入
り

で
説
明
し
た
。

こ
れ
を
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
経
済
紙
が
「
ノ

ン
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
・
バ

キ
ュ
ー
ム
・
ク
リ
ー
ナ
ー
」

（
14
ド
ル
50
セ
ン
ト
）
が
日

本
で
発
明
さ
れ
た
と
報
じ
た

の
で
、
一
躍
世
界
の
話
題
に

な
っ
た
。

四
十
九
年
前
に
こ
の
手
動

真
空
掃
除
機
を
発
明
し
た
福

場
博
氏
は
、
七
十
八
歳
の
い

ま
も
流
山
の
名
都
借
に
健
在

で
あ
る
。
福
場
氏
は
広
島
で

生
ま
れ
、
少
年
時
代
か
ら
発

明
少
年
の
呼
び
声
が
高
か
っ

た
。エ

ジ
ソ
ン
の
よ
う

な
発
明
家
を
「
エ
ッ

グ
ヘ
ッ
ド
」
と
い
う
。

エ
ジ
ソ
ン
は
三
十
一

歳
で
蓄
音
機
を
発
明

し
た
が
、
福
場
氏
は

三
十
一
歳
で
世
界
で

初
め
て
手
動
の
ジ
ュ

ウ
タ
ン
掃
除
機
を
考

案
し
、
こ
れ
を
工
業
化
す
る

た
め
に
上
京
し
た
。

昭
和
三
十
年
六
月
六
日
、

福
場
氏
は
妻
希
子
さ
ん
と
全

財
産
五
百
円
を
懐
中
に
広
島

を
急
行
安
芸
で
発
っ
た
。

「
男
子
志
を
た
て
郷
関
を
出

ず
、
豈あ

に

志
を
得
ず
ん
ば
死
す

と
も
帰
ら
ず
」
の
心
境
で
し

た
と
、
福
場
氏
は
往
時
を
語

る
。東

京
に
着
く
と
、
深
川
の

H
モ
ッ
プ
会
社
の
二
階
建
て

倉
庫
の
一
室
を
借
り
た
。
広

島
を
出
る
前
、
H
モ
ッ
プ
会

社
と
「
フ
ク
バ
式
モ
ッ
プ
」

の
製
造
販
売
契
約
を
結
ん
で

い
た
の
だ
。

昭
和
三
十
年
の
後
半
は
こ

こ
で
、
広
島
を
発
つ
前
に
考

案
し
た
電
気
を
使
わ
な
い
真

空
掃
除
機
の
設
計
図
を
書
い

て
は
試
作
を
繰
り
返
す
毎

日
。あ

る
夜
、「
窮
し
た
あ
げ

く
、
か
た
わ
ら
で
裁
縫
中
の

女
房
の
鋏

は
さ
み
と
ギ
ャ
バ
ジ
ン
の

布
を
取
り
上
げ
て
短
冊
状
に

切
れ
目
を
入
れ
、
丸
棒
に
巻

き
つ
け
て
み
た
」
こ
れ
が
大

発
明
の
端
緒
と
な
っ
た
。

つ
づ
く
　（

文
／
山
本
文
男
）

カ
タ
ツ
ム
リ
の
よ
う
に

「
好
奇
心
の
ア
ン
テ
ナ
を
立

て
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
を
、

ゆ
っ
く
り
、
じ
っ
く
り
、
た

っ
ぷ
り
」
歩
く
こ
と
を
楽
し

ん
で
十
五
年
目
の
土

井
理
・
佳
子
夫
妻
。

動
き
出
し
た
ば
か
り

の
カ
タ
ツ
ム
リ
歩
行

会
に
入
り
、
平
成
三

年
に
西
船
橋
を
出

発
、
J
R
武
蔵
野
線

の
一
駅
を
一
年
か
け

て
進
ん
で
い
く
。
そ

の
駅
と
周
辺
の
他
線

駅
も
含
め
毎
月
第
三

日
曜
日
に
歩
き
、
こ

と
し
、
北
朝
霞
に
到

達
す
る
。
最
終
の
府
中
本
町

ま
で
二
十
二
年
間
を
か
け
て

二
十
二
駅
周
辺
を
歩
く
。
歩

い
た
記
録
を
整
理
し
、
パ
ソ

コ
ン
で
会
報
、
歩
行
記
録
を

つ
く
る
の
が
理
さ
ん
。
土
地

の
人
々
と
お
話
を
す
る
の
が

佳
子
さ
ん
。
理
さ
ん
が
編
集

す
る
会
報
も
こ
と
し
、
百
五

十
号
ま
で
つ
く
っ
て
一
冊
の

本
に
ま
と
め
た
い
と
言
う
。

歩
き
な
が
ら
、
見
て
、
聞
い

て
、
話
し
、
土
地
の
人
々
と

の
触
れ
合
い
か
ら
文
化

を
学
び
、
心
の
健
康
を

得
る
。
野
鳥
、
草
花
、

樹
木
、
昆
虫
、
石
碑
…

出
発
と
ゴ
ー
ル
だ
け
を

決
め
て
、
地
図
を
片
手

に
歩
く
人
々
の
テ
ー
マ

や
コ
ー
ス
は
自
由
。
寄

り
道
、
脇
道
に
こ
そ
醍

醐
味
が
あ
る
。
郷
愁
の

田
園
風
景
を
歩
い
て
心

癒
さ
れ
る
こ
と
も
あ
れ

ば
、
自
然
に
と
け
込
ん

で
い
た
民
家
や
雑
木
林
が
開

発
さ
れ
消
え
て
い
る
こ
と
に

愕
然
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

心
無
い
人
が
捨
て
た
ゴ
ミ
に

が
っ
か
り
す
る
こ
と
も
。
高

「ゆっくり、じっくり、たっぷり」歩く土井さん夫妻

イ　ベ　ン　ト

市民伝言板
このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館に
ある掲載申込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ月前
（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。
なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日時・
場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間でする
ようにお願いします。
□問秘書広報課�７１５０－６０６３

番
組
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
X
」

し
ま
す

〈　〉 11

15

万

人

の

ひ

ろ

ば

（
し
ょ
う
こ
と
な
ま
り
の

こ
）」
の
撮
影
が
行
わ
れ
、

同
中
学
校
生
徒
が
エ
キ
ス
ト

ラ
出
演
し
ま
し
た
＝
写
真
。

会
館
⑤
5
月
1
日
�
1
時
〜

12
時
／
松
ケ
丘
自
治
会
館

□問
秘
書
広
報
課
�
７
１
５

０
―

６
０
６
３

人
・
一
校

中
学
生
八
人
・

一
チ
ー
ム
が
受
賞
の
栄
に
輝

き
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
文
化
･
ス

か
ら
市
役
所
で
行
わ
れ
ま

す
。□問

秘
書
広
報
課
�
７
１
５

０
―

６
０
６
３

ー
ル
環
境
大
臣
賞
▽
伊
予
恵

美
（
八
木
中
1
年
）
／
明
る

い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
展
最

優
秀
賞
▽
小
山
由
賀
（
北
部

優
勝
▽
柴
垣
香
奈
（
南
部
中

3
年
）
／
伝
統
的
工
芸
品
月

間
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
千
葉
県

知
事
賞
▽
全
流
山
／
全
日
本

標
示
板
は
青
色
で
縦
四
十

セ
ン
チ
、
横
三
十
三
セ
ン
チ
。

白
の
文
字
で
避
難
場
所
の
名

称
と
自
治
会
名
が
表
示
さ
れ

齢
社
会
、
健
康
づ
く
り
、
エ

コ
ロ
ジ
ー
や
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

の
見
直
し
な
ど
私
た
ち
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
転
換
期
を

迎
え
て
い
る
。
身
近
な
野
道

を
歩
き
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

を
見
つ
め
直
し
て
い
こ
う
と

い
う
動
き
が
盛
ん
だ
。「
今

は
時
間
に
余
裕
が
な
い
が
、

い
ず
れ
歩
き
た
い
」、「
一
人

で
は
無
理
だ
が
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
に
は
参
加
し
た

い
」
と
い
う
声
を
よ
く
耳
に

す
る
。
い
つ
で
も
や
れ
そ
う

で
、
な
か
な
か
実
践
で
き
な

い
の
が
「
た
だ
歩
く
」
こ
と

だ
。
野
道
は
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
教
え
て
く
れ
る
。「
流

山
は
自
然
の
中
で
ゆ
っ
た
り

と
く
つ
ろ
げ
る
野
道
が
多

い
」
と
語
る
土
井
夫
妻
は
、

こ
の
ま
ち
が
、
い
つ
ま
で
も

〝
歩
き
た
い
ま
ち
〞
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
付
け
加
え
た
。

春
、
流
山
を
ゆ
っ
く
り
歩
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

押し花体験会（押し花サークル・ひまわり主催）＝4月5日

�・19日�14時～16時、南流山センター。参加費1回1,500円□問

沢田�７１５９－２３９９
歌と舞の祭（小鈴カラオケ会主催）＝4月10�9時30分～18時、

文化会館。入場料無料□問鈴木�７１５８－１４４６
第13回千葉県書作家連盟展＝4月13日�～17日�10時～17時

（17日は16時まで）、さわやかちば県民プラザ（柏市）。入場料

無料□問久保田�７１５４－５５５１
第3回定期演奏会（女声合唱団さやの会主催）＝4月16日�14

時～16時、文化会館。入場料1,000円□問佃�７１４４－７０９８
第23回流山市春季空手道大会（流山市空手道連盟主催）＝4

月17日�9時～19時、市民総合体育館。入場料無料□問張ケ谷�
７１５８－３９３３

西ブロックいけばな展（流山市華道振興会西ブロック主

催）＝4月23日�～24日�9時～17時（24日は16時まで）、初石

公民館。入場料無料□問茅野�７１５２－７６９５
茶道講座（流山市茶道親和会主催）＝5月から①第1・3水曜/

中央公民館②第1・3火曜/北部公民館③第2・4水曜/東部公民館

④第2・4水曜/初石公民館⑤第2・4火曜/南流山センター、いず

れも10時～12時（②のみ13時～15時）全20回。月3,000円※流派

等は問い合わせを□問有賀�７１５２－２４６５

流山よさこい　りゅうとう（よさこいソーラン）＝毎週金曜

19時～22時、主に向小金福祉会館□問大塚�７１７４－６７７３
転倒予防体力アップ体操＝4月11日から毎週月曜10時～11時

30分、主に赤城福祉会館□問福原�７１５９－８０９６
ヨーガ桜の会（足裏揉み）＝毎週水曜13時30分～15時、江戸

川台福祉会館ほか□問坂口�７１５４－５１６５
豊書道会（書道講座）＝毎週水曜9時30分～11時、八木南地

区第2コミュニティホーム□問萩原�７１４５－７３４０
流山市能楽研究会（謡曲と仕舞の稽古）＝第1・2・3土曜13

時30分～16時30分、初石公民館ほか□問伊藤�７１５５－１１
３１

パンフラワー同好会＝月2回月曜10時～12時、初石公民館□問阿

部�７１５４－３２７９
クロワッサン（手づくりパン教室）＝主に第3火曜10時～14

時、東部公民館□問江野尻�７１４６－３７３４
流山子どもミュージカル＝毎週金曜18時～20時、森の図書館

□問坂巻�７１５３－３７０４
金曜会（男性料理）＝第2・4金曜18時15分～20時15分、初

石公民館□問小林�７１５８－９６８４
つくしんぼ会（女性料理）＝第2・4木曜18時50分～20時50

分、初石公民館□問富田�７１５９－６５１０（19時以降）
流山合気道クラブ＝毎週日曜18時30分～20時（子どもは17

時30分～18時30分）、市民総合体育館□問嶋田�７１５９－５４
６７

もみじ会（料理）＝第3金曜10時～14時、初石公民館□問佐藤

�７１５４－２０６３
コール・ブランカ（女声合唱団）＝毎週土曜10時～12時、森

の図書館ほか□問根本�７１５２－４３２３
混声合唱団フォンテ（オーケストラをバックに「メサイア」

を日本語で歌う）＝毎週土曜19時～21時、北部公民館ほか□問福

岡�７１５２－７４２８
Tジャズダンス＝毎週金曜10時～11時30分、新富近隣センタ

ー（柏市）ほか□問勝倉�７１４３－３４５２
唱人の森（女声合唱）＝毎週金曜10時～12時、森の図書館ほ

か□問武富�７１５３－６７０９
流山FD水曜会（フォークダンス）＝毎週水曜13時15分～15

時15分、北部公民館□問牧添�７１５３－４２２０

カタツムリのように

四季の野道を歩く

サ　ー　ク　ル

（  ） 1

電
気
を
使
わ
な
い
真
空
掃
除
機
（
前
編
） 

 

フ
ク
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ー
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は
流
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で
誕
生
し
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場
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「広報ながれやま」は再生紙を使用しています

狂犬病予防集合注射の日程

【主な改正内容】

国民年金

特
別
障
害
給
付
金
制
度
が

4
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

福
祉
保
養
所
助
成
事
業
は

利
用
対
象
者
な
ど
を
改
正

犬
・
猫
の
引
き
取
り
業
務

き
ょ
う
か
ら
柏
保
健
所
に

結
婚
50
周
年
記
念
写
真
の
贈
呈
廃
止

保
険
料
の
若
年
者
猶
予
制
度
も実施日 会　場 時　間 雨天振替日 

赤城神社 

宮園１号公園 

南流山中央公園 

鰭ケ崎２号公園 

八木南１号公園 

東部近隣公園（日邦紙工側） 

向小金ふれあい公園 

松ケ丘公園 

平和台２号公園 

江戸川台西自治会館 

江戸川台２号公園 

東深井地区公園 

野々下１号公園 

駒木第２こどもの遊び場 

美田２号公園 

駒木台２号公園 

市民総合体育館 

若葉１号緑地 

真和自治会館 

運河水辺公園 

北部公民館 

加１号公園 

 9：15～10：15 

10：40～11：50 

13：10～14：25 

14：50～15：35 

 9：15～10：00 

10：25～11：50 

13：10～14：10 

14：35～15：35 

 9：15～10：15 

10：40～11：50 

13：10～14：10 

14：35～15：35 

 9：20～10：30 

10：55～11：50 

13：10～14：10 

14：35～15：35 

 9：15～10：30 

10：55～11：50 

13：10～13：55 

14：20～15：35 

 9：30～11：30 

13：00～15：00

４/11 

（月） 

４/12 
（火） 

４/13 
（水） 

４/14 
（木） 

４/15 
（金） 

４/16 
（土） 

４/19 
（火） 

４/20 
（水） 

４/21 
（木） 

４/22 
（金） 

４/23 
（土） 

４/18 

（月） 

▽
対
象
と
な
る
方
＝
「
平

成
3
年
3
月
以
前
の
国
民
年

金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た

学
生
」
ま
た
は
「
昭
和
61
年

3
月
以
前
の
国
民
年
金
任
意

加
入
対
象
で
あ
っ
た
、
厚
生

年
金
・
共
済
組
合
等
に
加
入

し
て
い
る
方
の
配
偶
者
」
で
、

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て

い
な
か
っ
た
期
間
内
に
傷
病

に
つ
い
て
の
初
診
日
が
あ

り
、
現
在
、
障
害
基
礎
年
金

の
1
級
・
2
級
相
当
の
障
害

に
該
当
し
、
障
害
基
礎
年
金

を
受
け
る
権
利
を
有
し
な
い

方
▽
手
続
き
窓
口
＝
市
国
保

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

る
三
十
歳
未
満
の
方
で
、
申

請
者
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の

前
年
所
得
が
少
な
く
保
険
料

を
納
め
ら
れ
な
い
場
合
に
、

申
請
・
承
認
さ
れ
る
と
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

全
額
免
除
や
半
額
免
除
と

は
違
い
、
申
請
者
本
人
以
外

の
世
帯
主
の
所
得
状
況
は
審

査
さ
れ
ま
せ
ん
。
平
成
十
六

年
度
に
全
額
免
除
や
半
額
免

除
が
却
下
に
な
っ
て
い
る
場

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

を
、
四
月
十
一
日
か
ら
別
表

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

犬
は
「
狂
犬
病
予
防
法
」

に
よ
り
、
一
生
に
一
回
の
登

犬
・
猫
の
引
き
取
り
業
務

の
窓
口
が
、
き
ょ
う
一
日
か

ら
柏
保
健
所
と
な
り
ま
す
。

飼
え
な
く
な
っ
た
犬
や
猫

を
持
ち
込
む
際
は
、
事
前
に

柏
保
健
所
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
引
き
渡
し
時
に

は
、
必
ず
飼
い
主
の
方
が
立

ち
会
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
役
所
で
は
引
き

取
り
業
務
を
行
え
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
引
き
取
り
日
＝
毎
週
金

曜
（
祝
日
な
ど
を
除
く
）
▽

受
付
時
間
＝
10
時
〜
10
時
30

分
▽
場
所
＝
柏
保
健
所
（
柏

市
）
▽
料
金
＝
無
料
※
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を
　

□問
柏
保
健
所
健
康
生
活
支

援
課
�
７
１
６
７
―

１
２
５

５
／
市
環
境
保
全
課
�
７
１

５
０
―

６
０
８
３

録
と
、
毎
年
の
狂
犬
病
予
防

注
射
の
接
種
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

犬
を
登
録
済
み
の
飼
い
主

の
方
に
は
、
ご
案
内
の
ハ
ガ

キ
を
送
付
し
ま
し
た
の
で
、

都
合
の
よ
い
会
場
に
ハ
ガ
キ

と
注
射
料
金
等
を
持
参
の
上
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
（
ハ
ガ
キ

を
紛
失
し
た
場
合
で
も
予
防

注
射
は
受
け
ら
れ
ま
す
）。

ま
た
、
登
録
さ
れ
た
犬
を

連
れ
て
本
市
に
転
入
さ
れ
た

方
は
、
あ
ら
か
じ
め
環
境
保

全
課
で
犬
の
登
録
事
項
変
更

の
手
続
き
を
済
ま
せ
て
か
ら

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

平
成
十
七
年
度
の
注
射
料

金
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
犬
を
登
録
済
み
の
場

合
＝
3
3
5
0
円
（
注
射
料

金
2
8
0
0
円
、
注
射
済
票

交
付
手
数
料
5
5
0
円
）
▽

初
め
て
犬
を
登
録
す
る
場

合
＝
6
3
5
0
円
（
注
射
料

金
2
8
0
0
円
、
注
射
済
票

交
付
手
数
料
5
5
0
円
、
登

録
手
数
料
3
0
0
0
円
）
※

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
環
境
保
全
課
�
７
１
５

０
―

６
０
８
３

市
で
は
、「
結
婚
五
十
周

年
記
念
写
真
贈
呈
事
業
」
に

つ
い
て
、
高
齢
者
福
祉
に
対

す
る
施
策
優
先
度
評
価
や
本

市
の
財
政
状
況
を
考
慮
し
、

本
年
度
か
ら
同
事
業
を
廃
止

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
者
や
心
身
に

障
害
を
お
持
ち
の
方
が
、
旅

行
な
ど
で
福
祉
保
養
所
を
利

用
し
た
場
合
に
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
助
成
す
る
「
福
祉

保
養
所
助
成
事
業
」
に
つ
い

て
は
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が

ち
な
方
の
社
会
参
加
の
促
進

を
図
る
た
め
、
本
年
度
か
ら

利
用
対
象
者
な
ど
が
改
正
と

な
り
ま
し
た
（
別
表
参
照
）。

※
助
成
金
額
な
ど
、
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を

□問
高
齢
者
支
援
課
�
７
１

５
０
―

６
０
８
０

合
で
も
、
納
付
猶
予
制
度
の

申
請
は
で
き
ま
す
の
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
と
な
る
方
＝
前
年

ま
た
は
前
々
年
の
所
得
が
一

定
以
下
で
、
現
在
、
国
民
年

金
に
加
入
し
て
い
る
30
歳
未

満
の
方
▽
対
象
期
間
＝
4
月

〜
平
成
18
年
6
月
（
平
成
18

年
度
以
降
は
7
月
〜
翌
年
6

月
）
※
対
象
期
間
の
途
中
で

30
歳
に
な
る
場
合
は
、
30
歳

の
誕
生
日
の
前
日
が
属
す
る

月
の
前
月
分
ま
で
▽
手
続
き

窓
口
＝
国
保
年
金
課
▽
手
続

き
に
必
要
な
も
の
＝
①
年
金

手
帳
②
印
か
ん
（
代
理
人
申

請
の
場
合
）
③
雇
用
保
険
被

保
険
者
離
職
票
ま
た
は
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
（
会
社

を
退
職
し
た
方
の
場
合
）
④

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
平
成

15
年
・
平
成
16
年
中
の
所

得
・
控
除
内
容
が
分
か
る
も

の
（
昨
年
1
月
2
日
以
降
に

本
市
に
転
入
し
た
方
は
平
成

15
年
中
の
も
の
、
こ
と
し
1

月
2
日
以
降
に
本
市
に
転
入

し
た
方
は
平
成
16
年
中
の
も

の
）
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

を
□問
国
保
年
金
課
�
７
１
５

０
―

６
１
１
０

年
金
課
※
障
害
認
定
事
務
、

審
査
等
は
、
千
葉
社
会
保
険

事
務
局
（
�
０
４
３
―

２
０

７
―

８
８
４
１
）
が
行
い
ま

す
。
障
害
認
定
事
務
は
、
過

去
の
状
況
を
確
認
す
る
な
ど

時
間
が
必
要
な
た
め
、
支
給

の
決
定
ま
で
数
カ
月
か
か
り

ま
す
▽
給
付
金
の
支
給
＝
請

求
の
あ
っ
た
月
の
翌
月
分
か

ら
支
給
（
請
求
が
遅
れ
た
場

合
、さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
は
で

き
ま
せ
ん
）
※
必
要
書
類
な

ど
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
　

□問
松
戸
社
会
保
険
事
務
所

�
０
４
７
―

３
４
０
―

５
１

８
０
／
市
国
保
年
金
課
�
７

１
５
０
―

６
１
１
０

特
別
障
害
給
付
金
制
度

若
年
者
猶
予
制
度

区　分 改　正　前 改　正　後 

利用対象者 ①高齢者（60歳以上） 
②身体または知的障 
　害の方（介護者１人） 
 

①高齢者（60歳以上） 
②要介護等認定者（介護者１人） 
③身体または知的または精神障 
　害の方（介護者１人） 
①要介護等認定者（介護者１人） 
②身体または知的または精神障 
害の方（介護者１人） 

助成対象者 

狂
犬
病
の
予
防
集
合
注
射

11
日
か
ら
市
内
各
所
で

個人情報保護条例を一部改正
～きょう1日から施行～

きょう1日から、｢個人情報保護法｣が施行されます。同法により国、地方公共
団体の責務が明確になるとともに、個人情報を取り扱う事業者の義務等が定め
られました。
市では、市が保有する個人情報を適正に取り扱い、個人の権利・利益を守る
ことを目的とした｢流山市個人情報保護条例｣が一部改正され、きょう1日から施
行されます。主な改正点は次のとおりです。
①利用停止請求権の制定…開示を受けた自己の個人情報が、個人情報を取り
扱う事務の目的以外に利用・提供したと認められるときは、その利用の停止、
消去または提供の停止の請求をすることができます。
②罰則の制定…市職員または市職員であった者、市から委託を受けた事業者
で個人情報を取り扱う事務に従事している者等が、不正な利益を図る目的で個
人情報を提供または盗用した場合などに適用される罰則（その程度に応じて、2
年以下の懲役または100万円以下の罰金から5万円以下の過料まで）が定められ
ました。
なお、個人情報の開示に当たっては、個人情報の漏えいを防止するため、開
示文書の内容の点検を担当課および個人情報保護制度を主管する総務課におい
て、それぞれ幾重にも行うこととしました。
□問総務課�７１５０－６０６７

相談あんない（4月）
相談日が祝・休日など
の場合は、休みとなりま
す。事前に問い合わせを。

法律相談（予約制）
火・木曜（13：00～15：40）
市民相談室
同相談室�7158－1616

悩みごと相談（予約制）
（人権・行政）
月曜（10：00～15：00）
市民相談室　　　　　
同相談室�7158－1616

税務相談（予約制）
６日（13：00～16：30）
市民相談室　　
同相談室�7158－1616□問

□問

□問

登記相談（予約制）
13日（13：00～16：00）
市民相談室　　　　　　
同相談室�7158－1616

交通事故相談（予約制）

今月は開催しません

同相談室�7158－1616

不動産相談（予約制）
20日（13：00～16：30）
市民相談室　　　　　　
同相談室�7158－1616

行政書士相談（予約制）
15日（13：00～16：00）
市民相談室
同相談室�7158－1616□問

□問

□問

□問

外国人相談（予約制）
27日（13：00～16：00）
市民相談室
※予約は1週間前までに
同相談室�7158－1616

消費生活相談
月～金曜（9：00～16：00）
消費生活センター
同センター�7158－0999

子供悩みごと相談
月～金曜（10：00～16：00）
家庭児童相談室　　
同相談室�7158－4144

育児相談
月～金曜（9：30～16：30）
子育て支援センターゆ
うゆう
同センター�7144－7926□問

□問

□問

□問

子育て電話相談
月～金曜（9：00～16：00）
土曜（9：00～11：30）
平和台・江戸川台・向
小金の各保育所
平和台�7158－1435/

江戸川台�7152－0648/向
小金�7174－8853

高年齢者職業・パート相談
火～金曜（9：00～16：00）
コミュニティプラザ　　
職業相談室�7155－

5885

心配ごと相談
水曜（10：00～15：00）
ケアセンター
社会福祉協議会�715

9－4735

□問

□問

□問

教育相談
月～金曜（9：00～16：30）
教育研究室
指導課�7150－6105□問

青少年相談
月～金曜（9：30～16：30）
青少年指導センター
同センター相談室�

7158－7830

□問

療育談室
月～金曜（9：00～16：00）
つばさ学園内療育相談室
療育相談室�7154－

4844

□問

幼児ことばの相談室
月～金曜（9：00～16：00）
ケアセンター
療育相談室�7154－

4844

□問

心の相談（予約制）
12日、26日（13：00～16：00）
心の相談室
障害者支援課�7150－

6081

酒害相談
５日、22日（17：00～21：00）
江戸川台福祉会館
10日（13：00～16：00）
向小金福祉会館
流山断酒新生会�714

4－7615

年金相談（予約制）
８日（9：30～15：30）
市民相談室
※先着12人
国保年金課�7150－

6110

□問

□問

□問

※雨天振替日も中止となった場合には、それ以降集合
注射は行いませんので、最寄りの動物病院で予防注射を
受けてください

※要介護等認定や障害のない高齢者（60歳以上）は、福祉保養所の利
用はできますが、助成対象ではなくなりましたのでご注意ください



【市民ギャラリーの展示】▽期間＝4月1日�～28日�▽場所＝市役所市民ギャラリー
▽内容＝流山市文化協会写真部の作品を展示□問生涯学習課�７１５０－６１０６

【変更となる検診】

★印のあるものは市主催のものです 

★
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・

プ
ラ
ザ
館
の
教
室
「
洋
服
の

リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
」

デ
ザ
イ
ン
が
古
い
、
寸
法

が
合
わ
な
く
な
っ
た
―
な
ど

の
理
由
で
、
着
て
い
な
い
洋

服
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
月
か
ら
、
毎
月
一
回

「
洋
服
の
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
」

を
開
催
し
ま
す
。
タ
ン
ス
の

中
で
眠
っ
て
い
る
洋
服
等
を

生
き
返
ら
せ
て
み
ま
せ
ん

か
。
な
お
、
今
回
の
相
談
は
、

ズ
ボ
ン
の
ウ
エ
ス
ト
や
裾
丈

の
直
し
方
を
中
心
に
行
い
ま

す
。▽

日
時
＝
4
月
8
日
�
13

時
〜
16
時
▽
場
所
＝
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ
ザ
館
▽

対
象
＝
市
民
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接

会
場
へ
（
時
間
内
随
時
受
け

付
け
）

□問
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�

7
1
5
7
―

8
2
5
0

★
市
臨
時
職
員
（
児
童
指

導
員
）
の
募
集

▽
勤
務
地
＝
市
内
児
童
館

等
▽
募
集
人
員
＝
若
干
名
▽

応
募
資
格
＝
保
育
士
等
の
有

資
格
者
▽
勤
務
日
／
時
間
＝

月
〜
土
曜
（
第
1
土
曜
、
第

3
月
曜
は
休
み
）
／
8
時
30

分
〜
17
時
▽
時
間
給
＝
9
0

0
円
（
交
通
費
別
途
支
給
）

□問
子
育
て
支
援
課
�
7
1

5
0
―

6
0
8
2

危
険
物
取
扱
者
試
験

▽
期
日
＝
6
月
12
日
�
▽

場
所
＝
日
本
大
学
生
産
工
学

部
津
田
沼
校
舎
（
習
志
野
市
）

▽
申
し
込
み
＝
市
消
防
本
部

予
防
課
、
各
消
防
署
に
あ
る

書
類
に
必
要
事
項
を
明
記

し
、
4
月
11
日
�
〜
14
日
�

（
9
時
〜
16
時
30
分
）
に
予

防
課
へ

※
受
験
者
（
希
望
者
の
み
）

対
象
の
講
習
会
…
▽
期
日
＝

5
月
12
日
�
▽
場
所
＝
船
橋

市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
（
船

橋
市
）
▽
受
講
料
＝
3
5
0

0
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
あ

り
）
▽
申
し
込
み
＝
4
月
11

日
�
〜
15
日
�
に
予
防
課
へ

□問
予
防
課
�
7
1
5
8
―

0
2
7
0

自
衛
隊
一
般
・
技
術
幹
部

候
補
生
の
募
集

▽
受
付
期
間
＝
4
月
4
日

�
〜
5
月
13
日
�
▽
1
次
試

験
日
＝
5
月
21
日
�
・
22
日

�
▽
応
募
資
格
＝
①
一
般
・

技
術
…
20
歳
以
上
26
歳
未
満

で
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
方
②
歯
科
…
20
歳
以

上
30
歳
未
満
で
専
門
の
大
学

卒
（
見
込
み
）
の
方
③
薬
剤

師
…
20
歳
以
上
26
歳
未
満
で

専
門
の
大
学
卒
（
見
込
み
）

の
方
（
薬
学
修
士
取
得
者
は

28
歳
未
満
）

□問
自
衛
隊
柏
募
集
案
内
所

�
7
1
6
3
―

6
8
8
4

★
平
成
17
年
度
公
共
下
水

道
事
業
受
益
者
負
担
金
賦
課

対
象
区
域
の
縦
覧

▽
期
間
＝
4
月
1
日
�
〜

14
日
�（
土
・
日
曜
を
除
く
）

▽
時
間
＝
8
時
30
分
〜
17
時

▽
場
所
＝
下
水
道
業
務
課
▽

対
象
区
域
＝
大
字
西
平
井
字

辻
前
・
字
柳
田
・
字
堂
面
・

字
羽
中
・
字
谷
新
田
、
大
字

東
深
井
字
宿
東
・
字
木
戸

前
、
江
戸
川
台
西
1
丁
目
、

野
々
下
3
丁
目
、
前
ケ
崎
字

八
ツ
内
・
字
北
口
・
字
仲

荒
・
字
九
反
歩
・
字
堰
場
、

松
ケ
丘
1
・
2
丁
目
、
美
田

の
各
一
部

□問
下
水
道
業
務
課
�
7
1

5
0
―

6
0
9
6

★
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

の
配
布

ク
リ
ー
ン
推
進
課
で
は
、

平
成
十
七
年
度
版
「
ご
み
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
作
成
し
、

行
政
連
絡
員
を
通
し
て
配
布

中
で
す
。

な
お
、
各
公
民
館
の
窓
口

で
も
お
受
け
取
り
に
な
れ
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□問
ク
リ
ー
ン
推
進
課
�
7

1
5
7
―

7
4
1
1

★
大
型
浄
化
槽
等
の
改
修

に
伴
う
補
助
制
度

市
で
は
、
生
活
系
排
水
に

よ
る
公
共
用
水
域
の
水
質
汚

濁
防
止
お
よ
び
生
活
環
境
の

保
全
事
業
の
一
環
と
し
て
、

自
治
会
や
管
理
組
合
で
管
理

す
る
大
型
浄
化
槽
（
五
十
一

人
槽
以
上
で
、
設
置
後
十
年

を
経
過
し
て
い
る
も
の
）
や

付
帯
施
設
を
対
象
に
、
そ
の

改
修
等
事
業
に
要
す
る
経
費

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
環
境
保
全
課
�
7
1
5

0
―

6
0
8
3

★
ポ
リ
オ
の
予
防
接
種

▽
場
所
／
期
日
＝
①
保
健

セ
ン
タ
ー
／
4
月
4
日
�
・

7
日
�
・
11
日
�
②
文
化
会

館
／
4
月
6
日
�
③
南
流
山

セ
ン
タ
ー
／
4
月
8
日
�
・

12
日
�
④
東
部
公
民
館
／
4

月
5
日
�
▽
受
付
時
間
＝
13

時
15
分
〜
14
時
15
分
▽
対

象
＝
生
後
3
カ
月
〜
7
歳
半

未
満
児
▽
申
し
込
み
＝
当
日

直
接
会
場
へ
（
母
子
健
康
手

帳
、
予
診
票
を
持
参
）

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
7
1

5
4
―

0
3
3
1

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▽
受
付
期
間
＝
4
月
1
日

�
〜
15
日
�
▽
応
募
資
格
＝

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す

方
…
①
申
込
者
が
日
本
国
籍

を
有
す
る
方
、
ま
た
は
外
国

人
で
在
留
期
間
が
1
年
以
上

の
在
留
資
格
を
有
す
る
方
お

よ
び
日
本
人
の
配
偶
者
等
の

方
②
同
居
親
族
の
あ
る
方
③

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
④

県
内
に
住
民
登
録
し
、
居
住

し
て
い
る
方
⑤
基
準
を
満
た

す
連
帯
保
証
人
が
い
る
方
⑥

収
入
基
準
に
適
合
し
て
い
る

方
□問
千
葉
県
ま
ち
づ
く
り
公

社
�
0
4
3
―

2
2
2
―

9

2
0
0

「
科
学
技
術
週
間
記
念
事

業
」
東
　
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
一

般
公
開

▽
期
間
＝
4
月
18
日
�
〜

22
日
�
▽
時
間
＝
13
時
〜
16

時
▽
場
所
＝
東
　
テ
ク
ノ
プ

ラ
ザ
（
柏
市
）
▽
内
容
＝
同

施
設
の
職
員
が
施
設
内
を
案

内
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ
※

団
体
の
場
合
は
事
前
に
申
し

込
み
を

□問
東
　
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
�

7
1
3
3
―

0
1
3
9

講
座
・
講
演

資
格
・
求
人

そ
の
他

検診の種類 

子宮がん 
検診 
 

個別 
申し込み 
不要 

申し込み 
不要 

申し込み 
不要 

登録制 

登録制 

登録制 

20歳、22歳、24歳、26歳、28歳 
および30歳以上の女性 

30歳以上の女性 

30歳～39歳の女性 

40歳以上（偶数年齢）の女性 

40歳以上（奇数年齢）の女性 

30歳、35歳、40歳、45歳、50歳、 
55歳、60歳、65歳、70歳の女性 

40歳以上 

個別 

マンモ 
グラフィ 

視触 
診 

集
　
団 

集団 

集団 

集団 

乳がん 

検診 

骨粗しょう 
症検診 

結核・肺 
がん検診 

備 考 対象者（年齢は翌年４月１日現在） 

※集団検診
はマンモグ
ラフィと視触
診を毎年交
互に受診 

※平成14・15・
16年度個別検
診の受診者は
申し込み不要 

ことしは花粉の量が多く、花粉症の方は重症化が、
花粉症でない方も発症の可能性が指摘されています。
発症や重症化の予防としては、①玄関口での服たた
き（花粉の払い落とし）②洗顔、うがい③マスク、眼
鏡の着用などで効果が期待されています。
花粉症に関する質問・相談は、千葉県アレルギー相
談センター（�０４３－２２３－２６７７）へ。
【相談日】毎週月・水・金曜（祝日を除く）
【時　間】9時～12時、13時～17時

花粉症にご注意を

（７） 平成17年４月１日（金曜日） 第１０８７号

縦
　
　
覧

子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
、
骨

粗
し
ょ
う
症
お
よ
び
結
核
・

肺
が
ん
検
診
の
方
法
が
、
四

月
か
ら
一
部
変
更
と
な
り
ま

す
（
別
表
参
照
）。

各
健
（
検
）
診
の
実
施
内

容
や
料
金
な
ど
の
詳
細
は
、

「
保
健
だ
よ
り
」（
五
月
発
行

予
定
）
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
新
規
登
録
を
受
け
付
け
】

平
成
十
七
年
度
「
成
人
老

人
健
（
検
）
診
」
の
新
規
登

録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

既
に
登
録
し
て
い
る
方
は

申
し
込
み
不
要
で
す
。
ま
た
、

現
在
治
療
中
の
方
や
職
場
等

で
同
様
の
定
期
健
診
な
ど
を

受
け
て
い
る
方
は
、
受
診
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
申
し
込
み
＝
ハ
ガ
キ
に

希
望
す
る
健
（
検
）
診
名
、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

〒
２
７
０
―
０
１
２
１
流
山

市
西
初
石
４
―
１
４
３
３
―

１
流
山
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

（
フ
ァ
ッ
ク
ス
申
し
込
み
も

可
）□問

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１

５
４
―

０
３
３
１
／
�
７
１

５
５
―

５
９
４
９

検
診
方
法
を
一
部
変
更

新
規
登
録
も
受
け
付
け

柏健康福祉センター（保健所）の相談 〈�７１６７－１２５５〉 
相談（予約制） 

未熟児等発達相談 

療 育 相 談 

女性の健康相談 

心の健康相談 

アルコール悩みごと相談 

酒 害 教 室 

不 妊 相 談 

28日　 

28日　 

12日 

１日、11日、20日、25日 

４日、18日※18日はアルコール家族教室 

5日 

1４日 

13：00～14：00 

13：00～14：00 

13：30～15：00 

14：00～16：00 

14：00～16：00 

14：00～16：00 

13：00～15：00

４月の実施日 時　　間 

休日は、休日診療所をご利用ください。
▽場所＝保健センター内休日診療所（西初石４丁目１４

３３－１）▽診療科目＝内科、小児科、歯科▽受付時間＝
９時～11時30分、13時～16時30分（歯科は11時30分まで）※
内科、小児科については、夜間は市内の医療機関が当番制
で診療。当番医は、あらかじめ市消防本部（�７１５８－
０１１９）で確認を
□問休日診療所�７１５５－３４５６

休日の救急医療

ハローベイビー
1日、15日　保健センター　　　
（12：45～13：00受付）
8日　保健センター
（9：45～10：00受付）
※妊娠5～8カ月の妊婦およ
びパートナー対象。8日からの
参加者は1日までに申し込みを

カムカムキッズ（予約制）
25日　南流山福祉会館
26日　保健センター　　
※平成16年3月～6月生まれの
乳児対象。子どもの歯と食生
活の指導。先着20組

もぐもぐ教室（予約制）
27日　東部公民館　　　　　　
28日　保健センター　　　　　
※4～5カ月児の離乳食指導。
先着20人

食事相談（予約制）
月～金曜　保健センター　　　
※生活習慣病などの食事指導。
食事調査あり。相談時間は申
込者に個人通知

成人健康相談（予約制）
月～金曜　保健センター　　　
※生活習慣病など健康に関す
る相談

育児相談
15日　向小金福祉会館
18日　保健センター　　　　　
（9：30～10：30受付）
※母子健康手帳を持参。保健
センターのみ1歳以上の幼児
対象。兄弟で1歳未満の児が
いる場合は奇数月に来所

コスモスの会
19日 保健センター
（10：00～受付）
※認知症の家族を介護してい
る方のつどい。初めて参加の
方は、事前に問い合わせを

むし歯予防教室（予約制）
4日、11日、26日
保健センター
※2歳2カ月児対象（26日は
1・2回参加済みの幼児対象）。
1歳6カ月児健康診査時に申し
込みを。時間は申込者に個人
通知

健康診査
① 3カ月児… 21日、22日
（平成16年12月生まれの乳児対象）
② 1歳6カ月児… 19日、20日
（平成15年9月生まれの幼児対象）
③ 3歳児… 13日、14日
（平成14年1月生まれの幼児対象）
※いずれも保健センター
（12：45～13：45受付）

保健あんない（4月）
転入者などで個人通知が
届かない場合は、お問い合
わせください。

□問 保健センター�７１
５４－０３３１

きょう1日から、施設予約システムに

よる福祉会館の申し込み制限が一部変

更になります。

変更となるのは、1カ月に申し込める

｢予約件数｣で、現行の｢2件｣を｢5件｣に引

き上げます。

このことに伴い、空き部屋がある場

合に、利用する福祉会館の窓口でのみ

受け付けていた｢2カ月前の1回｣および

｢1カ月前の2回｣等の予約申し込み制度

は廃止となりますのでご注意ください。

□問社会福祉課�７１５０－６０７９

福祉会館の施設予約システム
申し込み制限を一部変更

※｢基本健康診査」、「胃がん検診」、「大腸がん検診」、「歯周
疾患検診｣は対象者の変更はありません

※相談内容など、詳細は問い合わせを

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

成人老人
健（検）診



平成17年４月１日（金曜日） （８）第１０８７号

「広報ながれやま」は再生紙を使用しています

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
個
性
や
自
主
性
を
伸
ば
せ
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
学
習
な
ど
を
企
画

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
、
子
育
て
を
応
援
す
る
事
業
も
数
多
く
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
公
民
館
や
博
物
館
、
児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

台
）
▽
対
象
／
定
員
＝
小
学

生
以
上
の
子
と
そ
の
親
／
20

組
（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝

１
組
１
０
０
０
円
▽
申
し
込

み
＝
電
話
で
文
化
会
館
へ

□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８

―

３
４
６
２

▽
日
時
＝
４
月
23
日
�
13

時
30
分
〜
15
時
30
分
▽
場

所
＝
杜
の
ア
ト
リ
エ
黎
明
▽

対
象
／
定
員
＝
市
内
の
小
・

中
学
生
（
保
護
者
の
受
講
も

可
）
／
20
人
（
先
着
順
）
▽

内
容
＝
本
物
の
ア
ト
リ
エ
で

静
物
や
風
景
を
水
彩
で
描
く

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
持
ち

物
＝
水
彩
用
具
、
鉛
筆
、
ス

ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
▽
申
し
込

み
＝
電
話
で
博
物
館
へ

□問
博
物
館
�
７
１
５
９
―

３
４
３
４

博
物
館
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
郷
土
の
歩
み
を
知
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
、「
流
山

市
史
・
通
史
編
�
」
と
「
流

山
の
醸
造
業
�
（
本
文
編
）」

を
刊
行
し
、
き
ょ
う
一
日
か

ら
頒
布
し
ま
す
。

緑
豊
か
で
災
害
に
強
い
ま

ち
を
つ
く
ろ
う
と
、
市
で
は

「
み
ど
り
の
ま
ち
な
み
整
備

事
業
制
度
」
を
設
け
、
生
け

垣
の
設
置
を
す
る
方
に
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
金
の
申
請
は
、
必
ず

生
け
垣
設
置
の
前
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
予
算
額

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
申
請
を
。

▽
補
助
対
象
＝
道
路
に
沿

っ
た
部
分
（
３
ｍ
以
上
）
の

生
け
垣
の
設
置
（
道
路
幅
員

が
４
ｍ
未
満
の
場
合
は
、
道

路
の
中
心
か
ら
２
ｍ
以
上
離

れ
た
位
置
に
設
置
）
で
、
樹

木
は
生
け
垣
に
ふ
さ
わ
し
い

種
類
で
あ
る
こ
と
▽
補
助
金

額
＝
生
け
垣
１
ｍ
当
た
り
６

千
円
以
内
で
、
工
事
費
の
半

額
（
上
限
６
万
円
）
を
補
助

※
自
力
で
生
け
垣
を
設
置
す

る
場
合
は
、
樹
木
購
入
費
の

半
額
（
上
限
６
万
円
）
を
補

助
▽
交
付
対
象
＝
市
内
に
居

住
を
目
的
と
す
る
建
築
物
を

所
有
ま
た
は
建
築
し
よ
う
と

す
る
個
人
で
、
市
税
を
完
納

し
て
い
る
方

□問
公
園
緑
地
課
�
７
１
５

０
―

６
０
９
２

市
で
は
、
子
育
て
に
関
す

る
基
本
情
報
や
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
掲
載
し
た
「
子
育
て
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
ま

し
た
＝
写
真
。

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、

子
育
て
中
の
方
や
こ
れ
か
ら

子
育
て
を
さ
れ
る
方
の
お
役

に
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
に

作
成
し
た
も
の
で
、
き
ょ
う

一
日
か
ら
市
役
所
の
子
育
て

支
援
課
や
保
健
セ
ン
タ
ー
、

各
出
張
所
の
窓
口
で
配
布
し

ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。□問

子
育
て
支
援
課
�
７
１

５
０
―

６
０
８
２

駒木台児童館  
�７１５４－４８２１ 

会　　場 日　程　・　催　し　物 

子育て支援センターゆうゆう 
�７１４４－７９２６ 

チャレンジ大会 1日��

みんなで作ろう楽しい工作 
マンカラ大会 

9日��
23日��

ドッジボール大会 

チャレンジ大会 

卓球大会 
5日��
8日��

熊狩りで遊ぼう 
4日�、5日��
14日�、21日��

工作の日 
ブロックス大会 

13日�～20日��
28日��

クラフトの日 
マンカラ大会 

14日�～16日��
30日��

お話の日 
ブロックス大会 

20日��
23日��

お楽しみ会 
青空集会（南流山3号公園、雨天中止） 

 15日��
20日��

　開催時間や申し込み方法などは、各児童館・ 
センターへお問い合わせください。 

児童館・センター 今月の催し物 

�７１４５－９５００ 
野々下児童センター 

�７１５８－４５４５ 
赤城児童センター 

�７１５４－５２５４ 
十太夫児童センター 
�７１７３－９３２０ 
向小金児童センター 

�７１５９－５６６６ 
思井児童センター 
�７１５４－３０２６ 
江戸川台児童センター 

ビンボーリング大会 9日��

家族で種まきからチャレンジ

み
り
ん
工
場
の
煙
突
は
流
山
の
象
徴
で

し
た
（
秋
元
三
左
衛
門
み
り
ん
工
場
）

平成17年度市税などの納期一覧 

市県民税 軽自動車税 国民健康保険料 介護保険料 
種別 

納期末日 
固定資産税 
都市計画税 

平成17年5月2日 

5月31日 

6月30日 

8月1日 

8月31日 

9月30日 

10月31日 

11月30日 

平成18年1月4日 

1月31日 

2月28日 

3月31日 

1期 

2期 

3期 

4期 

4期 

3期 

2期 

1期 

全期 

現年度随時期 現年度随時期 

過年度随時期 過年度随時期 

1期 

2期 

3期 

4期 

5期 

6期 

7期 

8期 

1期 

2期 

3期 

4期 

5期 

6期 

7期 

8期 

※市税などは期限内に納めてください。なお、納税・納付には手続きが簡単で便利な 
口座振替をお勧めします 
問市税…税制課@7150- 6072／国民 健康保険料・介護保険料…国保年金課 

@7150- 6077

市議会では、｢流山議会だより｣の１面に掲載する写真を

募集します。

▽テーマ＝市内の四季折々の風景・イベント・まつりを

被写体とし、議会だより（１面）を飾る写真にふさわしい

もの※平成16年６月以降に撮影した未発表の自作品▽応募

資格＝市内在住・在勤または在学の方▽応募規格＝カラー

プリントサービスサイズ（90ｍｍ×130ｍｍ程度）▽応募

方法＝議会事務局および各出張所、公民館等で配布の応募

票に題名、住所、氏名、年齢、電話番号、撮影場所を記入

し、応募作品の裏面に貼り、５月31日（必着）までに〒２

７０－０１９２流山市議会事務局へ（１人３点まで応募可）

□問議会事務局�７１５０－６０９９

乳幼児期の子どもを持つ方の交流の場

「流山議会だより」写真コンクールの作品募集

生
け
垣
設
置

垣
設
置
に
補
助
金

補
助
金 

生
け
垣
設
置
に
補
助
金 

申
請
は
お
早
め
に 

!

桜
の
季
節
が
到
来
し
ま

し
た
。
市
内
の
公
園
な
ど

で
お
花
見
を
さ
れ
る
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
お
花

見
を
す
る
際
は
、
マ
ナ
ー

を
守
り
、
ご
み
の
持
ち
帰

り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

親
子
体
験
学
習
で

収
穫
の
喜
び
を

子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
ご
利
用
を

博
物
館
子
ど
も
教
室

「
絵
画
教
室
」

親
子
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を 

流
山
市
史
・
通
史
編
�

「
流
山
市
史
・
通
史
編
�
」

は
、
幕
末
か
ら
市
制
施
行
ご

ろ
ま
で
の
流
山
市
域
の
歩
み

を
概
観
し
た
も
の
で
、
郷
土

流
山
に
暮
ら
し
、
郷
土
の
こ

と
を
考
え
、
真
摯
に
生
き
た

先
人
た
ち
の
姿
が
つ
づ
ら
れ

て
い
ま
す
。

▽
体
裁
＝
Ｂ
５
判
９
３
８

ペ
ー
ジ
▽
価
格
＝
２
５
０
０

円
▽
頒
布
場
所
＝
博
物
館

流
山
の
醸
造
業
�

（
本
文
編
）

流
山
と
い
え
ば
「
み
り
ん
」、

「
み
り
ん
」
と
い
え
ば
流
山
―

と
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
現

在
ま
で
も
、
み
り
ん
は
流
山

の
特
産
品
で
す
。「
流
山
の
醸

造
業
�
（
本
文
編
）」
は
、
み

り
ん
を
は
じ
め
と
す
る
酒
や

し
ょ
う
油
、
味
噌
の
醸
造
業

の
歴
史
を
古
文
書
な
ど
の
資

料
を
も
と
に
ま
と
め
た
調
査

報
告
書
で
す
。
流
山
は
、
か

つ
て
は
み
り
ん
工
場
の
煙
突

と
蒸
留
塔
が
象
徴
で
し
た
。

懐
か
し
い
昭
和
時
代
の
写
真

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽
体
裁
＝
Ａ
４
判
１
３
４

ペ
ー
ジ
▽
価
格
＝
１
１
５
０

円
▽
領
布
場
所
＝
博
物
館

□問
博
物
館
�
７
１
５
９
―

３
４
３
４

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

市
民
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

流
山
と
公
民
館
の
共
催
で
二

つ
の
「
親
子
体
験
学
習
」
を

行
い
ま
す
。
親
子
で
汗
を
か

き
、
収
穫
の
喜
び
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

里
芋
と
ご
ぼ
う
〜
植
え
付

け
か
ら
収
穫
ま
で
〜（
全
４
回
）

里
芋
の
植
え
付
け
と
ご
ぼ

う
の
種
ま
き
か
ら
草
取
り
、

土
寄
せ
、
収
穫
を
体
験
。
収

穫
し
た
野
菜
を
使
い
豚
汁
を

作
り
、
試
食
会
も
行
い
ま
す
。

▽
日
程
／
内
容
＝
�
４
月

16
日
�
／
植
え
付
け
、
種
ま

き
�
６
月
４
日
�
／
草
取

り
、
土
寄
せ
�
７
月
30
日

�
／
草
取
り
、
土
寄
せ
�
11

月
19
日
�
／
収
穫
と
試
食
会

▽
時
間
＝
10
時
〜
12
時
▽
場

所
＝
鏑
木
農
園
（
駒
木
台
）

▽
対
象
／
定
員
＝
小
学
生
以

上
の
子
と
そ
の
親
／
20
組

（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝
１

組
２
０
０
０
円
▽
申
し
込

み
＝
電
話
で
文
化
会
館
へ

た
け
の
こ
掘
り
と
試
食
会

旬
の
た
け
の
こ
を
収
穫
し

て
試
食
会
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
４
月
23
日
�
10

時
30
分
〜
13
時
（
雨
天
中
止
）

▽
場
所
＝
鏑
木
農
園
（
駒
木

子育てサロン
▽日程／内容＝�４月１日／わらべ
うたのつどい�４月８日／新聞紙で遊
ぼう�４月22日／オカリナの世界へよ
うこそ※いずれも金曜10時30分～11時
30分▽場所＝文化会館

ひだまりルーム
▽日程＝４月５日・12日・19日・26
日の火曜10時30分～12時▽場所＝文化
会館

南流山ひだまりサロン
▽日時＝４月21日�10時30分～11時
30分▽場所＝南流山福祉会館
※いずれも申し込みは不要
□問文化会館�７１５８－３４６２


